
※エプロン周辺はクリンパッキンが付きません。

イメージ図

クリンパッキン

イメージ図

従来の目地（シーリング材）

カビの根
（菌糸）

カビに強い

まるごとクリンパッキン
浴室の大敵“カビ”は目地部分から
広がりやすいので、浴室全体に安心を。
防水性を保つためには壁と天井、床などをつなぐために目地は欠かせませ
ん。しかし、いったんカビの根が入り込むとお手入れが大変になってしまう
目地。従来のシーリング材に比べて、カビの侵入に強い素材のパッキンを、
浴室全体に採用しました。カビを簡単に落とせて、キレイな浴室を保てます。

キレイのためにクリーンな性能や工夫をすみずみまで徹底しました。
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の窓接続枠はオプションとなります。
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